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国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
実
、
劇
場
・
美
術
館
等
の
充
実
、

叫
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
法
律
と
し
て
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
当
た
っ
叫
務
、
国
民
の
関
心
及
び
理
解
、
民
間
の
支
援
活
動
の
活
性
化
、

ロ
て
の
基
本
理
念
、
岡
や
地
方
公
共
団
体
の
責
務
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
方
針
の
〗
法
制
上
等
の
措
置
に
つ
い
て
規
政
策
形
成
へ
の
民
意
の
反
映
等

叫
策
定
、
基
本
的
施
策
を
定
め
た
「
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
案
」
が
議
員
立
法
と
し
て
平
成
十
呻
定
し
て
い
る
。
．
に
つ
い
て
具
体
的
施
策
の
例
示

ご
一
年
十
一
月
十
六
日
に
国
会
に
提
出
さ
れ
、
同
月
三
十
日
に
成
立
、
平
成
士
―
＿
年
十
二
月
七
[
笙
面
不
二
基
本
方
鉗
」
で
を
ぁ
げ
て
規
定
し
て
い
る
o

皿
は
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
認
す
こ
の
よ
う
に
、
本
法
律
は
、

叩
日
に
公
布
、
施
行
さ
れ
た
。

1
1
る
施
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
今
後
四
又
化
芸
術
の
振
興
の
理
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一

経

緯

さ

れ

た

。

国

及

び

地

方

公

共

団

体

の

責

る

た

め

、

政

府

が

文

化

芸

術

の

念

と

方

向

を

示

し

た

と

い

う

点

文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
同
法
律
案
は
、
十
一
月
二
十
務
、
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
釦
で
、
大
変
有
意
攀
な
も
の
で
あ

基
本
的
な
法
律
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
を
定
め
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
本
法
律
を
契
機
に
、
政
府

か
ね
て
か
ら
文
化
芸
術
関
係
者
会
、
同
月
二
士
一
日
に
同
院
本
芸
術
活
動
を
行
う
者
の
自
主
的
る
。
全
体
で
文
化
芸
術
の
振
興
に
取

の
強
い
要
望
を
受
け
、
超
党
派
会
議
で
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
な
活
動
を
促
進
し
て
、
文
化
芸
第
一
一
一
章
の
「
文
化
芸
術
の
振
り
組
む
た
め
の
基
盤
が
つ
く
ら

の
国
会
議
員
か
ら
成
る
音
楽
議
さ
れ
、
同
月
二
十
九
日
に
参
議
術
の
総
合
的
な
推
進
を
図
ろ
う
興
に
関
す
る
基
本
的
施
策
」
で
れ
、
文
化
芸
術
の
振
興
の
た
め

員
連
盟
に
お
い
て
検
討
が
行
わ
院
文
教
科
学
委
員
会
、
同
月
＝
―
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
は
、
各
分
野
の
文
化
芸
術
の
振
各
種
施
策
の
進
展
が
図
ら
れ
る

れ
て
き
た
。
各
政
党
に
お
い
て
十
日
に
同
院
本
会
議
で
全
会
一
法
律
の
内
容
は
、
前
文
、
第
興
、
地
域
に
お
け
る
文
化
芸
術
と
と
も
に
、
社
会
全
体
で
の
文

も
精
力
的
に
検
討
が
行
わ
れ
、
致
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
、
一
章
「
総
則
」
、
第
二
章
「
基
の
振
興
、
国
際
交
流
等
の
推
進
、
化
芸
術
を
大
切
に
す
る
機
運
の

昨
年
十
一
月
に
「
文
化
芸
術
振
成
立
し
、
十
二
月
七
日
に
公
布
、
本
方
鉗
」
、
第
三
章
「
文
化
芸
芸
術
家
等
の
養
成
及
び
確
保
、
醸
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待

興
基
本
法
案
」
と
し
て
取
り
ま
施
行
さ
れ
た
。
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
施
国
語
に
つ
い
て
の
理
解
、
日
本
さ
れ
る
。

と
め
ら
れ
、
同
月
十
六
日
に
自
策
」
の
一
＿
一
章
―
―
-
＋
五
条
か
ら
成
語
教
育
の
充
実
、
著
作
権
等
の

由
民
主
党
、
公
朗
党
、
保
守
党
、
二
法
律
の
目
的
、
内
容
っ
て
い
る
。
保
護
及
び
利
用
、
国
民
の
鑑
賞
※
本
法
律
の
全
文
、
附
帯
決
議

民
主
党
、
社
会
民
主
党
の
十
六
本
法
律
の
目
的
は
、
文
化
芸
第
一
章
の
「
総
則
」
で
は
、
等
機
会
の
充
実
、
学
校
教
育
に
等
は
、
文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

名
の
議
貝
に
よ
り
国
会
へ
提
出
術
の
振
興
に
関
し
、
革
本
理
念
、
本
法
律
の
目
的
、
基
本
理
念
、
お
け
る
文
化
芸
術
活
動
の
充
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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平
成
十
三
年
十
二
月
七
日
施
行




